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縄
組
踊
関
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年
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抄＞

鈴
木
耕
太  

凡
例

一	

本
年
表
は
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
芸
能
年
表
お
よ
び
、
紀
行
文
、
新
聞
な
ど
を
用
い
て
、
近
代
沖
縄
に
お
け
る
組
踊
に
関
す
る
事
項
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
本
年
表
に
お
け
る
「
近
代
」
と
は
琉
球
処
分
の
行
わ
れ
た
一
八
七
九
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
沖
縄
戦
ま
で
の
期

間
を
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
近
代
に
お
け
る
資
料
は
今
後
さ
ら
に
発
見
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め<

抄>

と
し
た
。

一	

「
掲
載
年
月
日
」
は
資
料
元
に
記
載
さ
れ
た
も
の
（
新
聞
広
告
な
ど
の
上
演
情
報
）
を
採
用
し
て
い
る
。

一	

「
上
演
年
月
日
」
は
、「
掲
載
年
月
日
」
以
外
の
日
で
上
演
が
わ
か
る
日
付
が
あ
る
場
合
に
参
考
と
し
て
付
し
た
。
項
目
に
よ
っ
て
は
、「
掲

載
年
月
日
」
よ
り
前
の
日
付
の
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、「
上
演
年
月
日
」
が
「
掲
載
年
月
日
」
と
同
じ
場
合
は
「
＊
」
を
付
し
、
不
明
の

場
合
は
空
欄
と
し
た
。

一	

「
演
目
名
」
は
資
料
元
の
も
の
を
採
用
し
た
。

一	

「
上
演
場
も
し
く
は
劇
団
名
」
は
、
演
目
を
上
演
し
た
劇
団
や
団
体
、
も
し
く
は
上
演
さ
れ
た
場
所
を
記
載
し
た
。
近
代
は
劇
団
が
劇
場

を
経
営
（
い
わ
ゆ
る
常
設
で
の
上
演
）
し
て
い
る
場
合
が
少
な
い
た
め
、
基
本
的
に
劇
団
名
か
上
演
場
所
の
ど
ち
ら
か
を
表
示
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
で
あ
る
。

一	

典
拠
の
略
記
号
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。「
組
」
組
踊
関
連
年
表
『
組
踊
へ
の
招
待
」、「
史
」
沖
縄
芸
能
史
年
表
『
新
訂
増
補 

沖
縄
芸
能
史
話
』、「
大
」
沖
縄
芸
能
史
略
年
表
『
沖
縄
芸
能
大
鑑
』、「
新
」
新
聞
に
見
る
明
治
期
商
業
演
劇
に
お
け
る
組
踊
『
沖
縄
の
組

踊
（
Ⅰ
）』、「
文
」
近
代
沖
縄
演
劇
略
年
表
『
沖
縄
芸
能
文
学
論
』、「
那
」
近
代
沖
縄
演
劇
略
年
表
『
那
覇
市
史
』、「
沖
」
琉
球
芸
能
史
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年
表
『
沖
縄
の
芸
能
』、「
舞
」
沖
縄
舞
踊
年
表
『
沖
縄
舞
踊
の
歴
史
』、「
年
」『
琉
球
沖
縄
芸
能
史
年
表
』、「
真
」
組
踊
歴
『
真
境
名
由

康　

人
と
作
品
』
上
巻
、「
新
聞
」
新
聞
記
事
。

一	
年
表
の
一
八
九
三
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
う
ち
、
掲
載
年
の
み
の
記
載
で
あ
る
「
真
」
が
典
拠
の
項
目
は
、
個
人
の
記
憶
に
よ
る
上

演
史
で
あ
る
た
め
、
客
観
性
は
乏
し
い
が
、
同
時
期
の
新
聞
な
ど
の
資
料
が
な
く
確
認
が
で
き
な
い
。
し
か
し
貴
重
な
上
演
記
録
で
あ
る

た
め
、
年
表
に
採
用
し
た
。

一	

年
表
の
う
ち
一
九
〇
二
〜
〇
四
年
、
一
九
三
〇
年
、
一
九
三
四
〜
三
五
年
、
一
九
三
七
年
、
一
九
四
一
年
、
一
九
四
四
〜
四
五
年
は
上
演

記
録
な
ど
が
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
単
純
に
沖
縄
戦
な
ど
に
よ
っ
て
資
料
が
な
い
、
あ
る
い
は
公
演
情
報
が
発
表
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
時

代
の
制
約
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
た
め
、
今
後
の
資
料
発
掘
な
ど
で
年
表
の
内
容
が
変
わ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

近
代
沖
縄
組
踊
関
連
年
表〈
抄
〉

掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
八
九
三
年

七
月

明
治
二
六
年
七

月

姉
妹
敵
討

大
阪
角
座

「
史
」

渡
嘉
敷
守
儀
の
公
演

一
八
九
四
年

女
物
狂

仲
毛
芝
居

「
沖
」

玉
城
盛
義
六
歳
、
仲
毛
芝
居
入
座
、
初
舞
台「
女
物
狂
」

童
子
役

一
八
九
五
年

大
川
敵
討

本
演
芸
場

「
沖
」

真
境
名
由
康
七
歳
、
本
演
芸
場
入
座
、
初
舞
台「
大
川

敵
討
」若
按
司
役

一
八
九
五
年

銘
苅
子

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
五
年

高
山
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
六
年

父
子
忠
臣
の
巻

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
六
年

二
山
和
睦

本
演
芸
場

「
真
」
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一
八
九
六
年

伏
山
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
七
年

久
志
山
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
七
年

忠
臣
身
替

本
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
七
年

執
心
鐘
入

新
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
七
年

花
売
の
縁

新
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
八
年

女
物
狂

新
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
八
年

一
〇
月
二
一
日

同
年
一
〇
月

八
重
瀬

仲
毛
芝
居

「
年
」

一
八
九
八
年

一
〇
月
二
五

日

明
治
三
一
年

一
〇
月
二
三
日

姉
妹
敵
討

新
演
芸
場

「
年
」

「
一
昨
日
は
旧
歴
九
月
九
日
の
節
句
に
当
り
且
つ
日
曜

日
な
り
け
れ
ば
昼
夜
の
興
行
と
も
見
物
人
多
く（
中
略
）

当
夜
の
組
踊
は
姉
妹
敵
討
に
て（
後
略
）」

一
八
九
九
年

大
城
崩

新
演
芸
場

「
真
」

一
八
九
九
年

護
佐
丸
忠
義
伝

新
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
〇
年

四
月
一
一
日

同
年
四
月

手
水
之
縁

首
里
演
芸
場

「
年
」

「
右
終
り
て
組
踊
手
水
の
縁
に
て
此
日
の
幕
と
な
り
し
ハ

い
と
惜
む
へ
し
余
も
此
地
へ
来
り
て
已
に
八
年
の
星
霜
を

経
た
れ
ば
演
芸
を
見
る
又
数
回
の
お
ゝ
き
に
及
へ
り
然
り

首
里
の
演
芸
を
見
る
は
今
日
を
嚆
矢
と
す
其
衣
装
の
美

く
し
さ
と
優
美
な
る
に
ハ
他
の
演
芸
の
遠
く
不
及
處
あ

り
是
等
も
畢
竟
冊
封
使
の
為
め
に
用
へ
た
る
も
の
な
ら

ん
と
思
は
る
俳
優
も
従
か
つ
て
高
尚
に
し
て
技
芸
も
中
々

達
者
な
り
終
日
観
客
に
飽
か
し
め
ざ
る
は
感
心
の
外
な

し
」垣
花
山
人
の
芸
談
。初
出
が
四
月
十
一
日「
此
日
祝
日

な
る
を
以
て
満
場
立
錐
の
余
地
な
し
」と
あ
る
。
正
確
な

日
付
は
不
明
。「
此
日
祝
日
」と
あ
る
が
掲
載
日
は
清
明

（
四
月
五
日
か
ら
一
六
日
、旧
三
月
六
日
〜
一
七
日
）に
当

た
っ
て
い
る
。当
時
の
皇
太
子（
大
正
天
皇
）の
成
婚
慶
賀

の
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
が
、成
婚
日
は
五
月
一
一
日
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
〇
〇
年

六
月
七
日

同
年
六
月

微
行
の
巻

不
明（
新
演
芸
場
か
）
「
年
」

一
九
〇
〇
年

六
月
七
日

同
年
六
月

忠
義
果
敢

本
演
芸
場（
下
の
芝

居
）

「
年
」

一
九
〇
一
年

伏
山
敵
討

新
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
一
年

大
川
敵
討

新
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
一
年

久
志
山
敵
討

新
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
一
年

五
月
一
一
日

同
年
五
月
一
七

日

不
明

波
上
祭

「
年
」

一
九
〇
一
年

六
月
一
九
日

＊

護
佐
丸
義
臣
伝

新
演
芸
場

「
年
」

一
九
〇
一
年

一
一
月
九
日

同
年
一
一
月
七

〜
九
日

万
歳
敵
討

本
演
芸
場

「
年
」

北
白
川
妃
殿
下
富
子
が
台
湾
か
ら
帰
京
の
途
中
、
沖

縄
に
滞
在
。
七
日
に
記
事
が
掲
載
さ
れ
九
日
は「
妃
殿

下
奉
迎
の
景
況
」と
あ
っ
て
、「
七
日
午
前
九
時
」中
城

湾
に
到
着
。
同
記
事
中「
昨
八
日
御
巡
覧
」
の
項
目
に

上
演
が
確
認
で
き
る
。
一
一
日
の
記
事
に
よ
る
と
九

日
の
午
後
、
沖
縄
を
発
っ
て
い
る
。

一
九
〇
五
年

巡
見
の
官

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
五
年

本
部
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
五
年

本
部
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
五
年

忠
臣
身
替

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
五
年

姉
妹
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
六
年

智
軍
之
縁

本
演
芸
場

「
真
」
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一
九
〇
六
年

万
歳
敵
討

本
演
芸
場

「
真
」

一
九
〇
六
年

七
月
二
五
日

同
年
七
月
二
八

日

束
辺
名
夜
討

球
陽
座

「
年
」「
新
」

球
陽
座「
一
派
設
立
壱
週
間
年
」と
し
て
上
演
。「
改
良

し
、
大
道
具
仕
掛
ど
ん
で
ん
返
し
を
以
て
御
尊
覧
に

可
供
」と
あ
る
。「
組
」に
沖
縄
座
で
二
度「
束
辺
名
夜

討
」上
演
。
と
あ
る
が
確
認
で
き
な
い
。

一
九
〇
六
年

九
月
二
三
日

同
年
九
月
二
一

日

束
辺
名
夜
討

球
陽
座

「
年
」「
新
」

「
組
」に
沖
縄
座
で
二
度「
束
辺
名
夜
討
」上
演
、
と
あ

る
が
確
認
で
き
な
い
。

一
九
〇
六
年

九
月
三
〇
日

同
年
九
月
二
九

日

大
南
山

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
六
年

一
〇
月
一
九

日

同
年
一
〇
月

一
七
日

婿
取
敵
討

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

二
童
敵
討

不
明

「
史
」

そ
の
他
、
渡
嘉
敷
守
礼
大
阪
公
演

一
九
〇
七
年

手
水
の
縁

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
西
掟

一
九
〇
七
年

手
水
の
縁

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
志
喜
屋
の
大
屋
子

一
九
〇
七
年

大
城
崩

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

一
九
〇
七
年

執
心
鐘
入

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
鬼
女

一
九
〇
七
年

執
心
鐘
入

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
座
主

一
九
〇
七
年

一
月
一
七
日

同
年
一
月
一
六

日

智
軍
之
縁

沖
縄
座（
下
の
芝
居
）
「
年
」「
新
」

玉
城
三
郎
を
招
聘（
二
/
一
三
記
事
）「
大
」で
は「
玉

城
盛
重
」を
招
い
て
と
あ
る
。

一
九
〇
七
年

二
月
一
三
日

同
年
二
月
二
三

日

義
臣
物
語

沖
縄
座（
下
の
芝
居
）
「
年
」「
新
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
孝
行
之
巻
」「
束
辺

名
夜
討
」「
義
臣
物
語
」上
演
。
と
あ
る
。
沖
縄
座
の
こ

の
年
の
公
演
で
は「
孝
行
之
巻
」「
束
辺
名
夜
討
」は
見

い
だ
せ
な
い
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
〇
七
年

三
月
一
〇
日

同
年
三
月
九
日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

三
月
一
七
日

＊

二
童
敵
討

沖
縄
座

「
年
」

奥
武
山
公
園
の
会
場
に
て
上
演
。

一
九
〇
七
年

三
月
二
六
日

同
年
三
月
二
三

日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

三
月
三
一
日

＊

本
部
大
主

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

三
月
三
一
日

＊

忠
孝
婦
人

春
日
座

「
年
」

「
新
」は
四
月
二
日
と
し
て
い
る
。

一
九
〇
七
年

四
月
六
日

＊

手
水
の
縁

春
日
座

「
新
」

一
九
〇
七
年

四
月
七
日

同
年
四
月
六
日

本
部
大
主

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

四
月
一
三
日

＊

不
明

球
陽
座

「
年
」

「
踊
種
及
ビ
組
踊
ア
リ
」と
あ
る
。

一
九
〇
七
年

四
月
一
六
日

同
年
四
月
一
五

日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
三
日
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の
旧
暦
三
月

三
日
は
四
/
一
五

一
九
〇
七
年

四
月
一
六
日

同
年
四
月
一
五

日

智
軍
之
縁

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
三
日
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の
旧
暦
三
月

三
日
は
四
/
一
五

一
九
〇
七
年

四
月
一
六
日

同
年
四
月
一
五

日

本
部
大
主

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
三
日
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の
旧
暦
三
月

三
日
は
四
/
一
五

一
九
〇
七
年

四
月
一
六
日

同
年
四
月
一
五

日

北
山
復
讐
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
三
日
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
こ
の
年
の
旧
暦
三
月

三
日
は
四
/
一
五
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一
九
〇
七
年

四
月
一
七
日

同
年
四
月
一
五

日

大
川
敵
討

春
日
座

「
年
」「
新
」

「
四
月
十
五
日（
旧
三
月
四
日
）
」と
あ
る
。
新
暦
と
旧

暦
の
日
付
が
異
な
る
た
め
、
浜
下
り
の
興
行
と
判
断

し
た
。
四
月
五
日
よ
り
、
新
聞
に
瓢
痴
に
よ
る「
大
川

敵
討
」の
詞
章
が
掲
載
さ
れ
る
。

一
九
〇
七
年

四
月
三
〇
日

同
年
四
月
二
七

日

姉
妹
敵
討

春
日
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
日

同
年
四
月
二
八

日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
日

同
年
四
月
二
八

日

智
軍
之
縁

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
日

同
年
四
月
二
八

日

本
部
大
主

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
日

同
年
四
月
二
八

日

北
山
復
讐
之
巻

沖
縄
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
〇
日

＊

反
間
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

五
月
一
六
日

同
年
五
月
一
八

日

執
心
鐘
入

球
陽
座

「
年
」

「
来
る（
土
曜
日
）よ
り
」と
あ
る
の
で
上
演
日
は
五
/

一
八
と
し
た
。
五
/
一
八
か
ら
新
聞
に
梅
山
に
よ
る

「
執
心
鐘
入
」の
詞
章
が
掲
載
さ
れ
る
。

一
九
〇
七
年

五
月
二
一
日

＊

銘
苅
子

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

五
月
二
四
日

同
年
五
月
二
五

日

孝
行
之
巻

球
陽
座

「
年
」「
新
」

「
来
ル｛
土
曜
日
｝ヨ
リ
」と
あ
る
の
で
五
月
二
五
日
と

し
た
。

一
九
〇
七
年

六
月
一
日

＊

孝
行
之
巻

球
陽
座

「
年
」

一
九
〇
七
年

六
月
四
日

同
年
六
月
三
日

忠
臣
身
替
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
当
ル
六
月
三
日｛
旧
四
月
廿
二
日
｝月
曜
日
ヨ
リ
」と
あ

る
。六
月
三
日
は
月
曜
日
だ
が
、旧
暦
四
月
二
十
三
日
で

あ
る
。
旧
暦
の
表
記
ミ
ス
と
判
断
し
た
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
〇
七
年

六
月
一
四
日

＊

忠
臣
身
替
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
七
年

六
月
二
二
日

＊

久
志
之
若
按
司

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」
…
真
境
名
由
康
、
沖
縄
座
で「
久
志
の
若
按
司
」

上
演
。
と
あ
る

一
九
〇
七
年

六
月
二
二
日

＊

矢
蔵
之
比
屋

球
陽
座

「
年
」

「
新
」
…
M
四
〇
・
六
・
二
一

一
九
〇
七
年

六
月
二
九
日

＊

久
志
之
若
按
司

沖
縄
座

「
年
」「
組
」

「
組
」
…
真
境
名
由
康
、
沖
縄
座
で「
久
志
の
若
按
司
」

上
演
。
と
あ
る

一
九
〇
七
年

七
月
二
一
日

同
年
七
月
二
〇

日

姉
妹
敵
討

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
当
ル
七
月
廿
日｛
旧
六
月
十
日
｝土
曜
日
ヨ
リ
」と
あ

る
。

一
九
〇
七
年

七
月
二
七
日

＊

姉
妹
敵
討

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
当
ル
七
月
廿
七
日｛
旧
六
月
十
七
日
｝土
曜
日
ヨ
リ
」

と
あ
る
。

一
九
〇
七
年

八
月
三
日

＊

姉
妹
敵
討

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
〇
八
年

万
歳
敵
討

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
謝
名
の
子

一
九
〇
八
年

万
歳
敵
討

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
高
平
良
御
鎖

一
九
〇
八
年

護
佐
丸
忠
義
伝

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
大
城
大
主

一
九
〇
八
年

護
佐
丸
忠
義
伝

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
勝
連
の
按
司

一
九
〇
八
年

束
辺
名
夜
討

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
玉
井

一
九
〇
八
年

束
辺
名
夜
討

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
束
辺
名
の
按
司

一
九
〇
八
年

矢
蔵
之
比
屋

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
森
川
の
比
屋

一
九
〇
八
年

矢
蔵
之
比
屋

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
兼
箇
段
大
主
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一
九
〇
八
年

忠
臣
身
替

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
吉
田
の
子

一
九
〇
八
年

忠
臣
身
替

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

真
境
名
由
康
配
役
…
八
重
瀬
の
按
司

一
九
〇
八
年

父
子
忠
臣
之
巻

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

一
九
〇
八
年

女
物
狂

沖
縄
座（
本
演
芸
場
）
「
真
」

一
九
〇
八
年

二
月
二
日

同
年
二
月
三
日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
沖
」「
大
」

「
大
」
…
二
月
五
日
。「
当
ル
二
月
三
日｛
旧
正
月
二
日
｝

月
曜
日
ヨ
リ
」と
あ
る
。

一
九
〇
八
年

四
月
三
日

同
年
四
月
二
日

北
山
復
讐
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
当
ル
四
月
二
日｛
旧
三
月
二
日
｝木
曜
日
ヨ
リ
」と
あ

る
。

一
九
〇
八
年

四
月
一
〇
日

同
年
四
月
一
一

日

不
明

沖
縄
座

「
年
」

「
当
ル
四
月
十
一
日｛
旧
三
月
十
一
日
｝土
曜
日
ヨ
リ
」

「
但
シ
猶
組
踊
ハ
御
望
次
第
」と
あ
る
。

一
九
〇
八
年

七
月
一
七
日

同
年
七
月
一
八

日

微
行
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
微
行
の
巻
」
上
演
。

と
あ
る
。
新
聞
に「
当
ル
七
月
十
八
日｛
土
曜
日
｝
旧

六
月
二
十
日
ヨ
リ
」と
あ
る

一
九
〇
八
年

七
月
二
七
日

同
年
七
月
二
六

日

微
行
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
微
行
の
巻
」
上
演
。

と
あ
る
。
新
聞
に「
当
ル
七
月
十
八
日｛
土
曜
日
｝
旧

六
月
二
十
日
ヨ
リ
」と
あ
る

一
九
〇
八
年

八
月
三
日

同
年
八
月
一
日

微
行
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
微
行
の
巻
」
上
演
。

と
あ
る
。
新
聞
に「
当
ル
七
月
十
八
日｛
土
曜
日
｝
旧

六
月
二
十
日
ヨ
リ
」と
あ
る

一
九
〇
八
年

八
月
一
二
日

＊

束
辺
名
夜
討

球
陽
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」…
日
付
ナ
シ
。
球
陽
座
で「
束
辺
名
夜
討
」上
演
。

と
あ
る
。
球
陽
座
こ
の
年
九
月
に
回
り
舞
台
を
作
る
。

一
九
〇
八
年

八
月
一
二
日

同
年
八
月
一
四

日

微
行
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
微
行
の
巻
」
上
演
。

と
あ
る
。
新
聞
に「
当
ル
八
月
十
四
日｛
旧
七
月
十
六

日
｝
ヨ
リ
」
と
あ
る
。
新
暦
を
採
用
。
十
四
日
は
旧
暦

七
月
十
八
日
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
〇
八
年

八
月
一
九
日

同
年
八
月
一
五

日

微
行
之
巻

沖
縄
座

「
年
」「
組
」

「
組
」
…
日
付
ナ
シ
。
沖
縄
座
で「
微
行
の
巻
」
上
演
。

と
あ
る
。

一
九
〇
九
年

八
月
八
日

同
年
八
月
七
日

南
山
崩

沖
縄
座

「
年
」

「
当
ル
八
月
七
日（
旧
六
月
二
十
三
日
）ヨ
リ
」と
あ
る
。

八
月
七
日
は
旧
暦
六
月
二
十
二
日
で
あ
る
。
旧
暦
の

表
記
ミ
ス
と
判
断
し
た
。

一
九
〇
九
年

一
一
月
一
〇

日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」

鬱
川
主
人
に
よ
る
劇
評
よ
り
。

一
九
〇
九
年

一
一
月
一
三

日

同
年
一
一
月

一
一
日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」

琉
阿
彌
に
よ
る
劇
評
よ
り
。
劇
評
中「
一
昨
日
一
寸
の

ぞ
い
て
見
た
」と
あ
る
。

一
九
〇
九
年

一
一
月
一
七

日

同
年
一
一
月

一
五
日

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」

十
一
月
十
五
日
の
記
事
に「
本
日
沖
縄
座
に
於
て
純
琉

球
劇
を
演
ぜ
し
め
観
劇
す
る
由
な
る
が
ド
ラ
マ
は
忠
孝

婦
人
、
狂
言
は
ウ
ヤ
ン
マ
ー
な
り
」と
あ
る
。

一
九
〇
九
年

一
一
月
一
九

日

同
年
一
一
月

一
三
日

姉
妹
敵
討

球
陽
座

「
年
」

「
十
一
月
十
三
日
土
曜
日
ヨ
リ
開
演
」
と
あ
る
。「
新
」

…
M
四
二
・
一
一
・
一

一
九
〇
九
年

一
二
月
二
六

日

明
治
四
三
年
一

月
一
日

銘
苅
子

明
治
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
二
・
一
二
・
二
八
〜
M
四
三
・
一
・
七　

新
聞
に「
当
ル
明
治
四
十
三
年
一
月
一
日
ヨ
リ
御
披

露
」と
あ
る
。

一
九
一
〇
年

一
月
七
日

同
年
一
月
八
日

銘
苅
子

明
治
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
三
・
一
・
七　

新
聞
に「
当
ル
一
月
八
日

土
曜
日
ヨ
リ
」と
あ
る
。

一
九
一
〇
年

三
月
一
四
日

＊

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
合
同
劇
/
成
田
家
一
派
/
真
境
名
一
派
と

あ
る
。
新
聞
に「
開
明
団
成
田
家
一
派
並
に
沖
縄
座
真

境
名
一
派
合
同
致
し
」と
あ
る
。

一
九
一
〇
年

四
月
一
〇
日

同
年
四
月
九
日

花
見
の
縁

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
三
・
四
・
一
〇
〜
二
三　

新
聞
に「
当
ル

四
月
九
日
土
曜
日
ヨ
リ
」と
あ
る
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一
九
一
〇
年

四
月
一
三
日

同
年
四
月
九
日

忠
孝
婦
人

協
和
団

「
年
」「
新
」

新
聞
に「
当
ル
土
曜
日
ヨ
リ
」
と
だ
け
あ
り
、
日
付
が

不
明
。
し
か
し
こ
の
年
は
四
月
十
日
か
ら
旧
暦
三
月

一
日
と
な
る
の
で
、
浜
下
り
に
合
わ
せ
た
企
画
だ
と

判
断
し
、
上
演
日
は
四
月
十
六
日
で
は
な
く
四
月
九

日
と
し
た
。
四
月
十
五
日
に
は
協
和
団
の
興
行
が
好

調
で
あ
る
様
子
が「
旧
三
月
節
句
と
芝
居
」と
し
て
報

じ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
一
〇
年

四
月
一
三
日

同
年
四
月
九
日

仲
ん
か
り
マ
カ
ト

協
和
団

「
年
」

組
踊
か
。「
琉
球
史
劇　

今
帰
仁
由
来
記
」の
次
に「
同

　

仲
ん
か
り
マ
カ
ト
」
と
あ
る
。
組
踊
に「
仲
村
渠
真

嘉
戸
」が
あ
る
の
で
組
踊
と
判
断
し
た
。
上
演
日
に
つ

い
て
は
右
に
同
じ
。

一
九
一
〇
年

四
月
二
三
日

＊

浦
千
鳥

明
治
座

「
新
」

新
聞
に「
中
幕
一
組
踊　

浦
千
鳥　

但
シ
泊
阿
嘉
物

語
」
と
あ
る
。
歌
劇
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
組
踊
仕
立
て

で
上
演
し
た
可
能
性
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
た
め
、
組

踊
と
判
断
し
た
。

一
九
一
〇
年

四
月
二
三
日

＊

花
見
の
縁

沖
縄
座

「
年
」

新
聞
に「
当
ル
四
月
二
十
三
日
土
曜
日
ヨ
リ
」と
あ
る

「
一
組
踊　

花
見
の
縁（
但
白
樽
金
漢
那
若
の
ろ
の
故

事
）」と
あ
る
。

一
九
一
〇
年

五
月
一
日

同
年
四
月
三
〇

日

忠
孝
婦
人

協
和
団

「
年
」

新
聞
に「
当
ル
土
曜
日
ヨ
リ
」
と
だ
け
あ
り
、
日
付
が

不
明
。
五
月
一
日
は
日
曜
日
で
あ
る
た
め
、
そ
の
前
日

の
四
月
三
〇
日
と
し
た
。

一
九
一
〇
年

五
月
一
日

同
年
四
月
三
〇

日

仲
ん
か
り
マ
カ
ト

協
和
団

「
年
」

組
踊
か
。「
琉
球
史
劇　

今
帰
仁
由
来
記
」の
次
に「
同

同　

仲
ん
か
り
マ
カ
ト
」と
あ
る
。
上
演
日
に
つ
い
て

は
右
に
同
じ
。

一
九
一
〇
年

五
月
三
日

同
年
五
月
二
日

束
辺
名
夜
討

協
和
団

「
年
」「
新
」

「
組
」

「
新
」
…
束
比
奈
夜
討
。「
組
」
…
協
和
団
で「
束
辺
名

夜
討
」
上
演
。
と
あ
る「
当
ル
五
月
二
日
ヨ
リ
」
と
あ

る
。
原
紙
の
演
目
名
は「
束
比
奈
夜
討
」

一
九
一
〇
年

五
月
一
七
日

同
年
五
月
一
五

日

銘
苅
子

沖
縄
座

「
年
」

「
喜
入
区
及
び
三
新
聞
社
主
催
の
記
者
団
観
劇
会
は
一

昨
日
十
五
日
午
后
七
時
よ
り
明
治
座
に
於
て
開
か
れ

た
り
」と
あ
る
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
〇
年

五
月
二
八
日

同

年

五

月

二
三
・
二
四
日

伏
山
敵
討

不
明

「
年
」

東
風
平
村
富
盛
で
行
わ
れ
た
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
祭
り
に

お
い
て
上
演
。
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
行
事
で
、
沖
縄
毎
日
新

聞
に
は「
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
遊
び（
二
輪
加
芝
居
）
」と
あ

る
。
上
演
日
は
は
じ
め
五
/
一
七
と
し
て
い
た
が
、
こ

の
日
は
波
上
祭
と
同
じ
日
に
当
た
る
た
め
、
記
事
中
に

「
廿
三
日
四
日
を
以
て
挙
行
せ
ん
」と
あ
る
。
こ
の
年
の

五
/
二
三・二
四
日
は
旧
暦
の
四
/
一
五・一
六
日
に
あ

た
っ
て
い
る
た
め
、
上
演
日
は
五
/
二
三・
二
四
日
と

し
た
。

一
九
一
〇
年

七
月
二
二
日

同
年
七
月
二
三

日

辺
戸
大
主

中
座

「
年
」

中
座
の
落
成
。
協
和
団
、
寒
川
か
ら
引
き
上
げ
て
中
座

へ
。
新
聞
に「
愈
々
明
二
十
三
日（
土
曜
日
）よ
り
花
々

し
く
初
舞
台
を
開
」く
と
あ
る
。

一
九
一
〇
年

一
〇
月
二
一

日

同
年
一
〇
月

二
二
日

智
軍
之
縁

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
三
・
一
〇
・
二
一
〜
二
二　

新
聞
に「
明

廿
二
日
ヨ
リ
来
ル
廿
六
日
マ
デ
五
日
間
」開
催
。

一
九
一
〇
年

一
二
月
一
五

日

同
年
一
二
月

一
七
日

二
童
敵
討

明
治
座

「
年
」「
新
」

「
那
」

日
赤
総
裁
閑
院
来
島
と
関
係
あ
る
か
。「
那
」
…
「
当
ル

十
二
月
拾
七
日
土
曜
日
ヨ
リ
」と
あ
る
。

一
九
一
一
年

銘
苅
子

沖
縄
座
？

「
沖
」

渡
嘉
敷
守
良
が
朝
日
座
か
ら
退
き
、
俳
優
募
集
を
し
て

公
演
。一
回
目
は「
白
浪
五
人
男
」二
回
目
に「
銘
苅
子
」

渡
嘉
敷
一
派
は
八
月
二
四
日
に
沖
縄
座
を
引
き
上
げ
、

二
五
日
か
ら
首
里
に
戻
る（
沖
毎
八
月
二
五
日
記
事
）。

渡
嘉
敷
守
良
・
守
礼
が
朝
日
座
を
去
る
こ
と
が
報
じ
ら

れ
る
の
は
一
九
一
二
年
一
月
二
六
日
の
沖
縄
毎
日
新
聞

で
あ
り
、
そ
こ
で
は
沖
縄
座
に
加
入
と
あ
る
。「
沖
」で

は
一
九
一
一
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
一
九
一
二
年
の
上

演
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
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一
九
一
一
年

三
月
一
八
日

＊

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」

「
新
」
…
M
四
四
・
三
・
一

一
九
一
一
年

四
月
一
日

＊

智
軍
之
縁

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
芸
題
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
四
月
一
日

が
旧
暦
三
月
三
日
。

一
九
一
一
年

四
月
一
日

＊

改
良
手
水
之
縁

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
芸
題
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
四
月
一
日

が
旧
暦
三
月
三
日
。

一
九
一
一
年

四
月
一
日

＊

忠
孝
婦
人

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
旧
三
月
芸
題
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
年
は
四
月
一
日

が
旧
暦
三
月
三
日
。

一
九
一
一
年

六
月
二
八
日

＊

忠
孝
婦
人

朝
日
座

「
年
」「
新
」

首
里
の
久
場
川
に
で
き
た
新
劇
場
の
お
披
露
目
公
演
。

沖
毎
七
月
四
日
に
劇
評
あ
り
。
渡
嘉
敷
一
派
が
興
行

す
る
が
、
八
月
か
ら（
厳
密
に
は
七
月
三
一
日
）
よ
り

真
境
名
一
派
と
交
換
し
て
、
真
境
名
が
久
場
川
、
渡
嘉

敷
が
沖
縄
座
で
公
演
。

一
九
一
二
年

一
月
一
日

＊

中
城
若
松

朝
日
座

「
年
」「
新
」

一
九
一
二
年

二
月
一
九
日

＊

護
佐
丸

中
座

「
年
」「
新
」

新
聞
に「
一
組
踊　

護
佐
丸
」
と
あ
る
。「
二
童
敵
討
」

の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
琉
球
新
報（
一
九
一
一

年
一
一
月
三
日
）に
矢
野
勇
雄
が
発
表
し
た「
楽
劇
護

佐
丸
」の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
か
。「
楽
劇
護
佐
丸
」

は
琉
球
史
や
組
踊
を
原
作
と
し
て
創
作
し
た
オ
ペ
ラ

の
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。

一
九
一
二
年

二
月
一
九
日

＊

矢
蔵
之
比
屋

中
座

「
年
」

新
聞
に「
一
同
上　

矢
倉
」と
あ
る
。

一
九
一
二
年

二
月
二
四
日

＊

露
梅
之
縁

中
座

「
年
」「
新
」

一
九
一
二
年

三
月
五
日

＊

執
心
鐘
入

沖
縄
座

「
年
」「
新
」
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
二
年

三
月
一
三
日

同
年
三
月
一
二

日

銘
苅
子

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
五・
三・一
三
〜
一
六　

新
聞
に「
追
テ
三

月
十
二
日
ヨ
リ
ノ
替
芸
左
通
リ
」と
あ
る
。

一
九
一
二
年

三
月
一
六
日

＊

銘
苅
子

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

「
新
」
…
M
四
五
・
三
・
一
三
〜
一
六

一
九
一
二
年

四
月
一
九
日

＊

手
水
の
縁

沖
縄
座

「
年
」

一
九
一
二
年

四
月
一
九
日

＊

執
心
鐘
入

沖
縄
座

「
年
」「
新
」

一
九
一
二
年

四
月
二
〇
日

＊

護
佐
丸

中
座

「
年
」「
新
」

「
二
童
敵
討
」
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
矢
野
勇

雄
が
発
表
し
た「
楽
劇
護
佐
丸
」の
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
か
。

一
九
一
二
年

七
月
二
七
日

＊

孝
女
布
晒

中
座

「
年
」「
新
」

尚
家
所
蔵
の
組
踊
本
に
基
づ
く
上
演
。「
組
踊
本
ハ
尚

家
御
所
蔵
ノ
正
本
拝
借
シ
諸
装
束
諸
道
具
ス
ベ
テ
正

本
ニ
基
キ
調
」え
た
、
と
あ
る
。

一
九
一
三
年

四
月
三
日

同
年
四
月
五
日

森
川
子

香
霞
座

「
年
」

『
発
展
』刊
行
記
念
演
劇
会
。
新
聞
に「
実
業
新
聞『
発

展
』の
創
刊
記
念
の
為
め
来
五
六
日
の
両
日
」と
あ
る
。

二
日
間
開
催
。
こ
の
と
き
、
ド
イ
ツ
人
学
者
シ
ー
モ
ン

博
士
を
伊
波 

普
猷
が
連
れ
て
観
劇
し
て
い
る
。
そ
の
様

子
が
新
報
四
月
九
日
の
記
事
に
あ
る
。

一
九
一
三
年

四
月
九
日

＊

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演
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一
九
一
三
年

六
月
二
三
日

＊

花
売
之
縁

中
座

「
年
」「
史
」

毎
日
新
聞
社
主
催「
古
劇
観
劇
会
」二
日
間
開
催
。
六
月

二
十
日
の
沖
縄
毎
日
新
聞
に「
今
回
横
山
健
堂
氏
の
来

県
を
機
と
し
来
る
廿
三
、四
日
の
両
日
中
座
に
於
て
本
社

主
催
な
る
観
劇
会
を
催
す
こ
と
と
な
り
た
り
」沖
毎
六

月
二
五
日
に
伊
波
普
猷
と
金
城
紀
光
が
横
山
達
三
を
連

れ
て
き
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。七
月
二
十
日
沖
縄
毎

日
新
聞
の
黒
頭
巾「
琉
球
た
よ
り
」に「
此
の
夕（
私
注
：

二
十
三
日
）、『
沖
縄
毎
日
』社
、主
催
し
て
、吾
輩
の
為
め
、

観
劇
会
を
中
座
に
開
き
、特
に
、琉
球
旧
劇
を
演
ず
。
夜

八
時
に
始
ま
り
、
十
二
時
半
に
終
る
。
興
味
津
々
、
剋
の

移
る
を
覚
え
ず
」と
あ
る
。

一
九
一
三
年

六
月
二
三
日

＊

二
童
敵
討

中
座

「
年
」「
史
」

毎
日
新
聞
社
主
催「
古
劇
観
劇
会
」二
日
間
開
催
。

一
九
一
三
年

六
月
二
六
日

同
年
六
月
二
五

〜
二
七
日

花
売
之
縁

中
座

「
年
」

「
古
劇
鑑
賞
会
」
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
中
座
が
三
日

間
日
延
べ
開
催
。

一
九
一
三
年

六
月
二
六
日

同
年
六
月
二
五

〜
二
七
日

二
童
敵
討

中
座

「
年
」

「
古
劇
鑑
賞
会
」
が
好
評
だ
っ
た
た
め
、
中
座
が
三
日

間
日
延
べ
開
催
。

一
九
一
三
年

八
月
二
三
日

同
年
八
月
二
一

日

花
売
之
縁

中
座

「
年
」

こ
れ
は
尚
秀（
玉
城
尚
秀
）
が
高
野
康
雄
氏
に「
琉
球

劇
を
紹
介
せ
ん
が
為
」
注
文
し
た
も
の
。
八
/
二
三

に
経
緯
が
掲
載
さ
れ
る
。

一
九
一
三
年

八
月
二
三
日

同
年
八
月
二
一

日

手
水
之
縁

中
座

「
年
」

こ
れ
は
尚
秀（
玉
城
尚
秀
）
が
高
野
康
雄
氏
に「
琉
球

劇
を
紹
介
せ
ん
が
為
」
注
文
し
た
も
の
。
八
/
二
三

に
経
緯
が
掲
載
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
時
の
尚
秀
の
観

劇
記
が
八
/
三
〇
、三
一
日
の「
沖
縄
毎
日
新
聞
」
に

掲
載
さ
れ
る
。

一
九
一
三
年

八
月
二
八
日

同
年
八
月
二
六

日

二
童
敵
討

中
座

「
年
」

一
九
一
四
年

一
月
一
八
日

同
年
一
月
一
七

日

束
辺
名
夜
討

球
陽
劇
団（
球
陽
座
）
「
年
」「
大
」
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
四
年

一
月
二
四
日

同
年
一
月
二
三

日

二
童
敵
討

中
座

「
年
」

那
覇
軍
人
優
待
会
主
催
の
演
劇
会
。
こ
の
年
、
帝
国
館

が
落
成

一
九
一
四
年

三
月
一
一
日

＊

久
志
之
若
按
司

中
座

「
沖
」「
大
」

一
九
一
四
年

三
月
一
五
日

＊

忠
孝
婦
人

球
陽
座

「
年
」「
史
」

発
展
社
創
刊
記
念
祝
賀
会
演
芸（
一
五
日
か
ら
三
日

間
）組
踊
は「
忠
孝
婦
人
」は「
但
し
乙
樽
谷
茶
城
道
行

の
場
よ
り
谷
茶
、
乙
樽
対
面
の
場
ま
で
」
と
あ
り
、
抜

粋
し
て
上
演
。「
冠
船
劇
に
精
通
せ
る
伊
是
名
朝
睦
、

大
工
廻
朝
儀
両
氏
」と
渡
嘉
敷
に
よ
る
指
導
。

一
九
一
四
年

三
月
一
九
日

＊

忠
孝
婦
人

球
陽
座

「
年
」「
大
」

発
展
社
の
演
劇
会
が
好
評
な
た
め
上
演
し
か
し「
但
シ

村
原
出
羽
ヨ
リ
仇
討
チ
マ
デ
」
と
あ
り
、
抜
粋
。「
大
」

に
は「
球
陽
劇
団（
球
陽
座
）」と
あ
る
。

一
九
一
四
年

八
月
八
日

＊

執
心
鐘
入

中
座

「
年
」「
大
」

「
史
」

中
座
創
立
３
周
年
記
念
興
行
。「
史
」
…
「
中
座
創
立
四

周
年
記
念
」
と
あ
る
。
記
事
に
は「
サ
テ
本
日（
旧
六

月
十
七
日
）ハ
弊
座
創
立
記
念
日
ニ
相
当
候
」と
あ
る

が
、
こ
の
年
の
旧
暦
六
/
一
七
は
掲
載
日
で
あ
る
新

暦
の
八
/
八
で
あ
る
。
中
座
の
創
立
記
事（
一
九
一
〇

年
）は
新
暦
七
/
二
三（
旧
暦
は
六
/
一
七
）で
あ
り
、

創
立
記
念
日
は
旧
暦
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
が
う
か

が
え
る
。

一
九
一
四
年

八
月
八
日

＊

花
売
之
縁

中
座

「
年
」「
大
」

「
史
」

中
座
創
立
３
周
年
記
念
興
行
。「
史
」
…
「
中
座
創
立

四
周
年
記
念
」と
あ
る
。

一
九
一
四
年

八
月
八
日

＊

二
童
敵
討

中
座

「
年
」「
大
」

「
史
」

中
座
創
立
３
周
年
記
念
興
行
。「
史
」
…
「
中
座
創
立

四
周
年
記
念
」と
あ
る
。
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一
九
一
四
年

一
二
月
五
日

＊

久
志
之
若
按
司

球
陽
座

「
年
」「
大
」

琉
球
新
報
の
一
二
/
一
八
付
の
劇
評
で
は
組
踊
を
毎

週
や
る
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
る
が
、
一
二
/
五

と
一
二
/
一
二
の
二
番
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

当
該
記
事
の
記
載
は「
球
陽
座
で
は
試
み
と
し
て
琉
球

古
劇
を
毎
週
演
る
事
に
し
た
」と
あ
る
。

一
九
一
四
年

一
二
月
一
二

日

＊

忠
臣
身
替

球
陽
座

「
年
」「
大
」

琉
球
新
報
の
一
二
/
一
八
付
の
劇
評
で
は
組
踊
を
毎

週
や
る
予
定
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
る
が
、
一
二
/
五

と
一
二
/
一
二
の
二
番
を
も
っ
て
終
わ
っ
て
い
る
。

当
該
記
事
の
記
載
は「
球
陽
座
で
は
試
み
と
し
て
琉
球

古
劇
を
毎
週
演
る
事
に
し
た
」と
あ
る
。

一
九
一
五
年

一
月
二
三
日

＊

姉
妹
敵
討

球
陽
座

「
年
」「
大
」

一
九
一
五
年

二
月
一
五
日

＊

束
辺
名
夜
討

中
座

「
年
」「
大
」

一
九
一
五
年

二
月
二
七
日

同
年
二
月
二
六

日

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」

「
昨
夜
の
中
座
」
記
事
。
沖
縄
毎
日
新
聞
社
の
慈
善
演

劇
会
。
二
月
二
八
日
の
記
事
に「
渡
名
喜
島
罹
災
民
救

済
の
為
め
」と
あ
る

一
九
一
五
年

三
月
一
六
日

＊

姉
妹
敵
討

球
陽
座

「
新
聞
」

尚
昌
の
観
劇
。

一
九
一
五
年

五
月
二
二
日

同
年
五
月
二
一

日

不
明（
数
番
）

中
座

「
年
」

青
年
沖
縄
創
刊
記
念
会
。
六
月
一
五
日
・
二
五
日
の

記
事
で
大
正
劇
場
い
よ
い
よ
落
成
。
中
座
解
散
。
新

垣
・
多
嘉
良
・
平
良
・
伊
良
波
・
吉
本
・
永
村
・
真

境
名
ら
は
大
正
劇
場
を
借
り
受
け
る
。

一
九
一
五
年

九
月
三
日

同
年
九
月
二
日

手
水
之
縁

大
正
劇
場

「
年
」

「
民
報
社
創
立
一
周
年
紀
年
演
劇
界
。」八
月
、
帝
国
館

も
景
気
が
厳
し
く
な
り
、
昼
間
興
行
を
と
り
や
め
、
夜

興
行
の
み
に
な
る
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名
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よ
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劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
五
年

九
月
二
六
日

同
年
九
月
二
五

日

女
物
狂

球
陽
座

「
年
」

九
月
一
六
日
の
記
事
で
、
球
陽
座
が
内
紛
。
九
月
二
二

日
の
記
事
で
、
九
月
景
気
が
悪
い
た
め
、
中
座
と
球
陽

座
が
合
同
と
な
る
。
球
陽
座
と
大
正
劇
場
を
交
互
に

上
演
す
る
、
と
報
じ
ら
れ
る
。
こ
の
広
告
に「
真
踊
」

と
冠
し
た
舞
踊
名
が
出
る
。「
真
踊
」
を
冠
し
た
踊
り

の
演
目
名
は「
七
福
神
」と「
高
砂
」で
あ
り
、
タ
イ
ト

ル
か
ら
は
日
本
風
の
踊
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
は
こ
の
時
期
、
琉
球
の
古
典
舞
踊
を「
真

踊
」と
表
現
し
て
い
な
い
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
。

一
九
一
五
年

一
〇
月
三
日

＊

中
城
若
松

芸
妓
連

「
年
」

「
お
別
れ
芸
」と
し
て
上
演
す
る
、
と
報
じ
ら
れ
る
。
読

者（
私
注
：
ペ
ン
ネ
ー
ム「
女
好
き
」）か
ら
寄
せ
ら
れ

た
記
事
に「
本
県
に
又
と
な
い
女
芝
居
を
二
週
間
で
打

ち
切
る
と
は
心
細
」い
と
あ
る
。
こ
の
時
期
は
不
景
気

か
ら
料
理
屋
の
営
業
が
上
手
く
い
か
ず
、
新
聞
で
は

料
理
屋
数
軒
が
集
ま
っ
て
演
舞
場
を
設
置
す
る
計
画

ま
で
立
て
ら
れ
る（
が
、
実
現
は
し
な
い
）。
不
景
気
の

た
め
、
劇
場
に
も
空
き
が
あ
る
よ
う
で
、
先
の
記
事
を

寄
せ
た
読
者
は
こ
の
女
芝
居
を「
中
座
の
方
へ
常
設
」

す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

一
九
一
五
年

一
一
月
九
日

同
年
一
一
月

一
六
日

辺
土
大
主

久
場
川
町

「
年
」

大
典
奉
祝
の
余
興
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
報
じ

ら
れ
る
。
青
年
会
の
上
演
か
。

一
九
一
五
年

一
一
月
一
四

日

同
年
一
一
月

一
六
日

辺
土
大
主

汀
良
町

「
年
」

大
典
奉
祝
の
余
興
と
し
て
上
演
さ
れ
る
こ
と
が
報
じ

ら
れ
る
。
青
年
会
の
上
演
か
。

一
九
一
六
年

二
月
二
四
日

＊

花
売
之
縁

球
陽
座

「
年
」「
大
」

「
文
」「
那
」

山
田
真
山
の
希
望
。
こ
の
年
、
連
鎖
劇
は
じ
ま
る
。
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一
九
一
六
年

三
月

中
城
若
松

球
陽
座

「
大
」

「
大
」
…
球
陽
座
と
あ
る
が
、
球
陽
座
で
の
公
演
は
見

い
だ
せ
な
い
。
三
月
一
一
日
上
演
が
見
え
る
、
中
座
の

公
演
の
可
能
性
も
あ
る
。

一
九
一
六
年

三
月
一
一
日

三
月
一
〇
日

万
歳
敵
討

球
陽
座

「
年
」「
大
」

「
年
」に「
初
日
は
三
月
十
日
よ
り
」と
あ
る
。「
大
」で

は
日
付
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
が
、「
年
」
の
記
事
と

同
じ
と
考
え
た
。

一
九
一
六
年

三
月
一
二
日

三
月
一
一
日

中
城
若
松

中
座

「
新
聞
」

新
聞
に「
本
土
曜
日
よ
り
替
芸
題
」
と
あ
る
の
で
、
上

演
は
三
月
一
一
日
と
し
た
。

一
九
一
六
年

三
月
二
五
日

＊

微
行
之
巻

中
座

「
年
」「
組
」

「
大
」

「
組
」
…
「
玉
城
盛
重
、
中
座
で『
微
行
の
巻
』
上
演
」

と
あ
る
。
三
/
一
三
新
聞
に
は
古
劇
保
存
を
目
的
に
、

當
間
重
慎
・
真
境
名
安
興
・
伊
波
普
猷
・
球
陽
座
と

中
座
の
幹
部
で「
沖
縄
演
劇
協
会
」
を
設
立
。
三
/

二
五
新
聞
に「（
玉
城
盛
重
氏
十
八
番
之
微
行
之
巻
菊

川
按
司
上
演
）」と
あ
る
。

一
九
一
六
年

四
月
三
日

同
年
四
月
一
日

微
行
之
巻

中
座

「
年
」

「
組
」
…
「
玉
城
盛
重
、
中
座
で『
微
行
の
巻
』
上
演
」

と
あ
る
。

一
九
一
六
年

四
月
一
一
日

同
年
四
月
一
一

〜
一
七
日

忠
孝
婦
人

大
正
劇
場

「
年
」

民
報
社
主
催
古
典
劇
。民
報
社
古
劇
保
存
会
。四
/
一一

「
古
典
劇
は
今
夜
よ
り
開
演
。」「
玉
城
盛
重
の
十
八
番
万

歳
考
子
」と
あ
る
。高
平
良
万
歳
で
あ
ろ
う
。

一
九
一
六
年

四
月
二
三
日

＊

忠
孝
婦
人
？

大
正
劇
場

「
年
」

「
尚
昌
氏
御
夫
妻
及
尚
家
の
御
家
族
は
今
夜
大
正
劇
場

に
於
て
開
演
の
古
典
劇
を
御
見
物
な
さ
る
ゝ
由
」と
あ

る
。
四
/
二
三「
尚
侯
爵
令
嗣
閣
下
の
御
婚
儀
御
披
露

の
為
古
劇
再
演
す　

二
階　

尚
侯
爵
家
御
家
族　

階
下

一
般
公
衆
の
甘
観
覧
歓
迎　

民
報
社
古
劇
保
存
会　

大

正
劇
場
」と
あ
り
、
直
前
の
四
／
一
一
〜
一
七
日
ま
で
は

「
忠
孝
婦
人
」を
上
演
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
演
目
を
仮

に「
忠
孝
婦
人
」と
し
た
。
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掲
載
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日

上
演
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典　

拠
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考

一
九
一
六
年

五
月
一
八
日

五
月
二
〇
日

束
辺
名
夜
討

中
座

「
年
」「
大
」

玉
城
兄
弟
の
演
出「
琉
球
古
劇
保
存
を
旨
と
致
組
踊
を

演
じ
度
愈
々
来
る
土
曜
日（
注
：
五
月
二
〇
日
）よ
り

（
玉
城
兄
弟
）板
良
敷
老
優
、
玉
城
盛
政
、
玉
城
盛
重
出

演
致
シ
」と
あ
る
。「
大
」
…
「
束
辺
名
夜
討
」「
婿
入
敵

討
」上
演
と
あ
る
が
日
付
不
詳
。

一
九
一
六
年

五
月
二
七
日

＊

婿
入
敵
討

中
座

「
年
」「
大
」

「
大
」
…
「
束
辺
名
夜
討
」「
婿
入
敵
討
」
上
演
と
あ
る

が
日
付
不
詳
。

一
九
一
六
年

六
月
三
日

＊

花
売
之
縁

球
陽
座

「
年
」「
大
」

一
九
一
六
年

八
月
九
日

＊

花
売
之
縁

潮
会

「
年
」

武
藤
文
学
士
の
所
望
に
よ
る
。
新
聞
に「
大
正
劇
場
の

古
劇
」「
大
正
劇
場
潮
会
に
於
て
は
来
県
中
の
武
藤
文

学
士
の
所
望
に
依
り
琉
球
古
劇「
花
売
之
縁
」を
上
演

す
る
由
」と
あ
る
。

一
九
一
六
年

九
月
八
日

同
年
九
月
一
二

日

不
明

名
護
村

「
年
」

名
護
村
の
年
中
行
事（
豊
年
祝
）の
村
芝
居
で
組
踊
が

上
演
さ
れ
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
一
六
年

九
月
一
四
日

同
年
九
月
七
日

花
売
の
縁

玉
城
村
前
川

「
年
」

玉
城
村
字
前
川
の
村
芝
居
。
記
事
に「
翌
日（
私
注
：

七
日
）
は
正
午
よ
り
字
前
川
の
村
芝
居
見
物
に
赴
き

候
」「
昔
し
の
仲
毛
芝
居
を
偲
ば
し
む
」「
無
難
に
演
じ

申
候
只
八
重
瀬
の
按
司
だ
け
が
滑
稽
な
り
き
」と
あ
る

一
九
一
六
年

九
月
一
四
日

同
年
九
月
七
日

忠
臣
身
替

玉
城
村
前
川

「
年
」

玉
城
村
字
前
川
の
村
芝
居
。
記
事
に「
昔
し
の
仲
毛
芝

居
を
偲
ば
し
む
」「
無
難
に
演
じ
申
候
只
八
重
瀬
の
按

司
だ
け
が
滑
稽
な
り
き
」と
あ
る
。
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一
九
一
七
年

三
月
三
日

＊

不
明

大
正
劇
場

「
年
」

沖
縄
民
報
社
主
催「
古
典
劇
保
存
会
第
二
回
試
演
会
」

の
お
知
ら
せ
。
第
一
回
の
記
事
が
見
当
た
ら
な
い
。
記

事
に「
沖
縄
民
報
社
主
催
古
劇
保
存
会
は
昨
年
大
正
劇

場
に
於
て
開
催
し
喝
采
を
博
し
た
る
が
」
と
あ
る
が
、

二
年
前
の
九
月
に
行
わ
れ
て
い
る
民
報
社
一
周
年
記

念
の
会
の
こ
と
か
。「
因
み
に
同
社
に
て
は
毎
年
春
秋

二
回
試
演
会
を
開
く
べ
し
」と
あ
る
。
劇
団
名
は
不
明
。

こ
の
頃
大
正
劇
場
は
前
年
一
一
月
に
旗
揚
げ
し
た「
伊

渡
嶺
団
」が
基
本
的
に
上
演
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

一
九
一
七
年

三
月
七
日

同
年
三
月
五
・
六

日

花
売
の
縁

伊
渡
嶺
団

「
年
」

沖
縄
毎
日
新
聞
社
主
催
の「
読
者
観
劇
会
」。
記
事
中

に「
一
昨
日
と
昨
日
の
両
日
間
大
正
劇
場
に
於
て
開
催

さ
れ
た
」と
あ
る
。

一
九
一
七
年

三
月
二
四
日

＊

銘
苅
子

中
座

「
年
」「
大
」

女
優
の
多
嘉
良
妙
子
が
出
演
し
、
人
気
と
な
る
。
天

女
・
乙
樽
・
若
松
を
演
じ
た
。
人
気
に
な
っ
た
の
で
、

中
座
は
四
/
二
二
・
五
/
二
に
も「
銘
苅
子
」「
忠
孝

婦
人
」「
執
心
鐘
入
」三
作
品
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
上
演

す
る
旨
を
告
知
し
て
い
る
。
女
優
の
出
演
の
記
事
が

新
聞
か
ら
確
認
で
き
る
の
は
三
月
五
日
か
ら
上
演
の

「
エ
ル
ナ
ニ
」。「
大
」
に
は
組
踊
の
女
優
の
記
載
は
な

い
が
、「
三
月　

中
座
の
多
嘉
良
朝
成
妻
妙
子（
上
里

マ
ヅ
ル
）、
松
居
松
葉
本
案
の『
エ
ル
ナ
ニ
』
に
出
演
。

本
格
的
女
優
の
嚆
矢
」と
あ
る
。

一
九
一
七
年

四
月
一
日

＊

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」「
大
」

こ
の
時
期
、
新
聞
に
歌
劇
の
禁
止
が
叫
ば
れ
る
。
四
/

一
一「
野
卑
な
文
句
と
／
淫
乱
極
ま
る
所
作
」
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一
九
一
七
年

四
月
一
四
日

同
年
四
月
一
三

日

執
心
鐘
入

中
座

「
年
」「
大
」

こ
の
組
踊
の
回
の
み「
女
優
多
嘉
良
妙
子
ノ
琉
球
劇
ニ

出
演
致
ス
事
ニ
相
成
リ
初
回
ノ
琉
球
物
ノ
事
ト
テ
言

葉
ノ
云
違
モ
有
之
筈
候
間
不
悪
御
量
察
被
下
テ
早
々

ヨ
リ
御
来
観
ア
ラ
ン
事
奉
願
候
也
」と
女
優
へ
の
断
り

書
き
が
あ
る
。
四
月
一
七
日
の
琉
球
新
報
に
劇
評
が

あ
り
、「
中
座
は
女
優
の
多
嘉
良
妙
子
が
未
だ
中
々
の

評
判
で
此
の
座
も
毎
晩
盛
況
を
呈
し
て
い
る
」
と
あ

る
。
六
月
三
日
の
記
事
に
、
上
里
マ
ヅ
ル（
多
嘉
良
妙

子
）の
退
座
が
報
じ
ら
れ
る
。
そ
の
次
に
女
優
と
し
て

名
が
上
が
る
の
は
、
同
年
九
月
二
九
日
新
報
に
、
本
荘

幽
蘭
。
潮
会
と
合
同
で
曾
我
廼
家
物「
良
妻
」
と
喜
劇

「
女
八
人
」
に
出
演
。
一
〇
月
二
八
日
新
報
に「
幽
蘭
、

秀
奴
は
別
項
の
如
く
女
学
校
前
に
て
汁
粉
屋
を
開
業

す
る
為
め
、
潮
会
と
は
手
を
切
り
只
毎
週
一
回
の
日

曜
昼
興
行
の
み
合
同
し
て
出
演
」と
あ
る
。
こ
の
幽
蘭

と
秀
奴
も
名
前
か
ら
芸
妓
と
も
と
れ
る
が
、
女
優
の

可
能
性
も
あ
る
。

一
九
一
七
年

四
月
二
一
日

同
年
四
月
二
二

日

銘
苅
子

中
座

「
年
」「
大
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
七
年

四
月
二
一
日

同
年
四
月
二
二

日

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」「
大
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
七
年

四
月
二
一
日

同
年
四
月
二
二

日

中
城
若
松

中
座

「
年
」「
大
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
七
年

五
月
二
日

＊

銘
苅
子

中
座

「
年
」

旧
三
月
公
演

一
九
一
七
年

五
月
二
日

＊

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」

旧
三
月
公
演
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一
九
一
七
年

五
月
二
日

＊

中
城
若
松

中
座

「
年
」

旧
三
月
公
演

一
九
一
七
年

五
月
一
九
日

＊

執
心
鐘
入

潮
会

「
年
」

「
御
願
に
よ
り
組
踊
一
番
上
演
」と
あ
る

一
九
一
七
年

六
月
二
日

＊

新
様
喜
劇　

村
原

潮
会

「
年
」

六
月
二
日
・
八
日
・
十
一
日
に「
喜
劇　

村
原（
全
一

幕
）
」
を
上
演
。
新
聞
に「
組
踊
村
原
の
糺
問
の
場
を

改
作
し
て
至
極
面
白
く
脚
色
せ
し
も
の
」と
あ
る
。
組

踊
の
喜
劇
化
で
あ
る
。

一
九
一
七
年

九
月
二
四
日

＊

万
歳
敵
討

中
座

「
年
」

「
琉
球
新
報
社
創
立
二
十
五
周
年
紀
年
祝
賀
会
」の
一

余
興
と
し
て
上
演
。

一
九
一
七
年

一
〇
月
二
八

日

同
年
一
〇
月

二
八
日

姉
妹
敵
討

潮
会

「
年
」「
大
」

新
聞
に「
但
し
廿
八
日
秋
十
三
夜
を
期
し
て
当
日
よ
り

上
場
」と
あ
る
。
七
/
三
〇
組
踊
の
保
存
を
訴
え
る
記

事
が
掲
載
さ
れ
る
。
八
/
六
大
正
劇
場
潮
会
の
活
動

写
真
部
が「
大
活
館
」
を
名
の
り
、
大
正
劇
場
で
活
動

写
真
の
上
映
が
は
じ
ま
る
。
八
月
二
六
日
新
報「
帝
国

館
と
潮
会
の
連
鎖
劇
で
活
動
熱
が
可
成
盛
ん
に
な
っ

て
」「
中
座
が
又
連
鎖
を
や
り
出
し
大
正
劇
場
に
は
大

活
館
と
い
う
云
ふ
の
が
出
来
て
愈
々
那
覇
に
於
け
る

興
行
物
の
凡
て
が
活
動
写
真
で
持
切
る
よ
う
に
な
っ

た
」と
あ
る
。
八
月
四
日
琉
球
新
報
に
鉢
嶺
喜
次
が
役

者
の
廃
業
届
を
那
覇
区
役
所
に
提
出
し
た
こ
と
が
報

じ
ら
れ
る
。

一
九
一
七
年

一
〇
月
三
一

日

＊

姉
妹
敵
討

潮
会

「
年
」

一
九
一
七
年

一
一
月
二
五

日

同
年
一
一
月

二
六
日

花
売
の
縁

中
座

「
年
」

青
年
沖
縄
の
復
活
紀
念
祭
の
余
興
と
し
て
上
演
。

一
二
月
二
九
日
の
琉
球
新
報
で「
本
年
の
梨
園
界
を
振

り
返
っ
て
」と
あ
り
、
組
踊
が
不
人
気
に
終
わ
っ
た
こ

と
が
報
じ
ら
れ
る
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
八
年

二
月
三
日

同
年
二
月
三
日

忠
孝
婦
人

中
座

「
年
」

一
九
一
八
年

二
月
一
九
日

同
年
二
月
二
〇

日

花
売
の
縁

中
座

「
年
」

一
九
日
に「
多
分
玉
城
盛
重
氏
も
出
演
す
べ
し
」「
組

踊
其
の
他
琉
球
固
有
の
踊
」と
報
じ
ら
れ
、
大
谷
尊
由

師
の
為
に
上
演
。
菅
布
教
師
、
小
牧
、
太
原
、
南
崎
の

案
内
で
大
谷
氏
は
中
座
で
見
学
。
解
説
は「
当
間
君
」

と「
真
佐
雄
」が
務
め
た
。「
中
座
の
花
売
の
縁
は
同
座

が
他
府
県
か
ら
見
え
る
名
士
の
観
劇
の
時
幾
度
も
演

つ
て
居
る
だ
け
に
、
現
今
の
役
者
の
組
踊
と
し
て
は

結
構
な
も
の
」で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
掲
載
は
一
九

日
、
二
二
日
に
見
え
る
。

一
九
一
八
年

二
月
二
二
日

＊

義
臣
物
語

潮
会

「
年
」

こ
の
時
に
一
緒
に
上
演
さ
れ
た「
琉
球
史
劇　

狂
乱
の

胡
蝶
」
は「
当
会
第
一
回
脚
本
募
集
中
当
外
佳
作
」
と

あ
る
。

一
九
一
八
年

二
月
二
七
日

同
年
二
月
二
五

日

村
原

中
座

「
年
」「
大
」

「
観
客
の
お
望
み
」で
上
演
。「
文
生
」の
劇
評
中
に「
今

後
は
大
い
に
組
踊
を
復
活
す
べ
し
だ
」と
あ
る
。
ま
た

「
肝
腎
な
役
者
諸
君
が
演
ら
な
け
れ
ば
琉
球
の
国
劇
た

る
組
踊
は
亡
ん
で
し
ま
う
」と
記
し
て
い
る
。

一
九
一
八
年

二
月
二
八
日

＊

義
臣
物
語

潮
会

「
年
」

三
/
一
に
劇
評
掲
載
。「
安
慶
田
の
口
上
に『
役
者
の

未
熟
も
顧
み
ず
当
潮
会
が
組
踊
を
演
る
の
は
琉
球
古

来
の
国
劇
を
保
存
す
る
と
又
昔
を
追
憶
す
る
為
で
あ

る
』と
其
意
気
々
々
。
是
非
其
の
意
気
で
や
っ
て
貰
い

た
い
。
役
者
の
巧
拙
な
ん
か
は
問
題
に
あ
ら
ず
だ
」以

下
劇
評
は
苦
言
を
呈
し
て
い
る
。
三
/
四
に
は
中
座

が「
本
日
よ
り
向
う
五
六
日
間
休
業
し
、
本
県
舞
踊
及

び
組
踊
の
泰
斗
玉
城
盛
重
氏
を
聘
し
て
、高
尚
な
る
旧

劇
及
び
真
踊
等
の
稽
古
を
励
み
芸
の
改
善
を
計
る
」と

報
じ
ら
れ
る
。「
文
生
」の
潮
会
へ
の
劇
評
が
原
因
か
。

－ 24（185）－



一
九
一
八
/

三
月

国
吉
の
比
屋

潮
会

「
大
」

「
年
」
に
は
劇
評
の
み
。
三
月
一
日
新
聞
に
劇
評
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
月
二
八
日
の
上
演
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。

一
九
一
八
年

三
月
七
日

不
明

新
公
論
社

新
公
論
社
の
仲
里
発
天
氏
が
発
起
人
と
な
り「
組
踊
朗

読
会
」
を
近
日
中
に
開
催
す
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
。

朗
読
会
の
開
催
日
不
明
。
仲
里
発
天
は
、
同
年
五
/

二
に「
発
天
氏
は
数
年
前
に
も『
忠
孝
婦
人
』
の
谷
茶

に
扮
し
て
素
人
離
れ
の
し
た
芸
風
で
好
評
を
博
し
た
」

と
報
じ
ら
れ
る
人
物
。

一
九
一
八
年

三
月
一
六
日

同
年
三
月
一
五

日

手
水
之
縁

潮
会

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
組
」

一
五
日
に
上
演
許
可
が
出
た
の
で
潮
会
で
上
演
。「
古

式
ニ
習
ヒ
上
演
ス
」
と
あ
る
。
ま
た
後
日「
御
贔
屓
様

の
御
望
に
依
り
日
延
上
演
」
と
あ
る
。
三
/
一
六
記

事「
一
部
の
不
見
識
極
ま
る
警
官
連
に
依
り
て
久
し
く

上
演
禁
止
と
な
り
居
た
る
平
敷
屋
朝
敏
作
組
踊「
手
水

の
縁
」は
昨
日
、高
橋
署
長
に
依
り
て
許
可
さ
れ
た
り
」

と
あ
る
。

一
九
一
八
年

三
月
一
八
日

同
年
三
月
一
六

日

手
水
之
縁

中
座

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
組
」

一
五
日
に
上
演
許
可
が
出
た
の
で
中
座
で
も
上
演
。

三
/
一
九
荷
川
生
の
劇
評
で「
両
座
を
覗
い
て
見
る

と
、
予
想
と
は
ま
る
で
反
対
に
、
中
座
よ
り
も
潮
会
の

方
が
ず
っ
と
上
出
来
で
、
中
座
は
凡
て
が
滅
茶
苦
茶

で
思
わ
ず
眉
を
ひ
そ
め
た
」と
あ
る
。

一
九
一
八
年

三
月
二
九
日

＊

手
水
之
縁

潮
会

「
年
」

一
九
一
八
年

三
月
三
一
日

同
年
三
月
三
〇

日

矢
蔵

潮
会

「
年
」「
大
」

「
高
評
有
リ
シ
モ
十
四
五
年
ブ
リ
上
場
セ
ザ
リ
シ
ガ
、

御
望
ニ
依
リ
上
場
ス
」と
あ
る
。

一
九
一
八
年

四
月

義
臣
物
語

中
座

「
大
」

特
に
詳
細
な
し
。
潮
会
の
演
目
で
あ
ろ
う
か
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

手
水
之
縁

都
座

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
都
座
」
を
我
如
古（
弥
栄
）、
安
慶
田
賢
明
一
派
が
首

里
区
儀
保
で
旗
揚
げ
。
旧
三
月
三
日
公
演
四
／
八
に

は
潮
会
が「
組
踊
で
相
変
わ
ら
ず
人
気
を
惹
い
て
居

る
」と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

手
水
之
縁

中
座

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

矢
蔵
之
比
屋

潮
会

「
年
」「
大
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

手
水
之
縁

潮
会

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

姉
妹
敵
討

潮
会

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
八
年

四
月
一
四
日

＊

義
臣
物
語

潮
会

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
一
八
年

五
月
四
日

＊

執
心
鐘
入

沖
縄
公
論
社
社
員

「
年
」

沖
縄
新
公
論
社
の
一
周
年
紀
年
会
が
行
わ
れ
、
中
座

の
座
員
と
社
員
に
よ
る「
社
員
劇（
執
心
鐘
入
）」上
演
。

一
九
一
八
年

五
月
四
日

同
年
五
月
五
日

執
心
鐘
入

沖
縄
公
論
社
社
員

「
年
」

沖
縄
新
公
論
社
の
一
周
年
紀
年
会
が
行
わ
れ
、
中
座

の
座
員
と
社
員
に
よ
る「
社
員
劇（
執
心
鐘
入
）」上
演
。

一
九
一
九
年

七
月
二
五
日

＊

村
原

多
良
間
島

「
年
」

多
良
間
村
役
場
の
落
成
祝
賀
会
。

一
九
二
〇
年

九
月
二
一
日

森
川
の
子

「
年
」

尚
侯
爵（
尚
典
）の「
突
然
御
危
篤
」の
記
事
。
尚
典
が

療
養
中
に「
近
来『
森
川
の
子
』
の
組
踊
の
朗
読
を
聞

か
れ
る
の
が
お
慰
み
」と
あ
る
。
組
踊
の
詞
章
を
朗
読

し
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
記
事
。
ち
な
み
に
、
尚

典
は
同
年
九
月
二
〇
日
逝
去
。
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一
九
二
一
年

二
月
一
三
日

＊

万
歳（
新
作
）

球
陽
座

「
年
」

平
敷
屋
朝
敏
作
の
万
歳
を
劇
化
し
た
も
の「
斯
か
も
此

組
踊
は
従
来
の
そ
れ
と
は
全
然
趣
を
異
に
し
て
至
つ

て
現
代
的
狂
言
風
に
仕
組
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
か
ら

女
御
子
供
衆
で
も
極
く
面
白
く
斬
新
奇
抜
に
脚
色
し

て
あ
り
ま
す
」同
年
一
二
月
二
〇
日「
古
劇
研
究
熱
の

再
燃
」と
報
じ
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
の
記
事
は
な
い
。

一
九
二
二
年

七
月
二
日

＊

束
辺
名
夜
討

若
葉
団

「
年
」

球
陽
座
で
は「
渡
嘉
敷
守
礼
追
善
公
演
」。
そ
し
て
同

年
、「
那
覇
劇
場
」開
場
す
る
。

一
九
二
三
年

九
月
一
九
日

同
年
九
月
二
〇

日

不
明

新
生
劇
団

「
年
」

新
生
劇
団
と
琉
球
古
劇
保
存
会
の
合
同
慈
善
演
劇
会

（
お
そ
ら
く
関
東
大
震
災
義
援
金
募
集
の
た
め
）
で
古

劇
上
演
。
九
月
二
〇
日
か
ら
一
〇
日
間
開
催
、
と
報
じ

ら
れ
る

一
九
二
四
年

三
月
一
五
日

＊

執
心
鐘
入

大
正
劇
場

「
年
」

第
七
高
等
学
校
の
観
劇
会
に
て
上
演
。

一
九
二
四
年

八
月
一
一
日

＊

不
明

会
場
：
尚
琳
邸

「
年
」

伊
藤
博
士
来
県
歓
迎
会
が
尚
琳
邸
で
行
わ
れ
、「
組
踊

も
上
演
」と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
二
五
年

五
月

二
童
敵
討

不
明

「
舞
」「
那
」

「
大
」「
文
」

秩
父
宮
殿
下
来
沖「
か
な
よ
う
天
川
」
も
上
演
。「
史
」

…
こ
の
こ
ろ
、
野
村
琉
舞
踊
舞
が
設
立
。
盛
重
の
教
え

を
受
け
る
。

一
九
二
五
年

五
月
二
日

同
年
五
月
三
日

姉
妹
敵
討

不
明（
会
場
：
三
杉
楼
）「
年
」

出
演
者
は
名
城
春
保
・
照
屋
林
盛
・
上
江
洲
安
知
・

田
崎
厚
仁
・
知
念
清
仁
・
新
垣
盛
守
ら
。

一
九
二
五
年

五
月
二
日

同
年
五
月
三
日

姉
妹
敵
討

不
明（
会
場
：
三
杉
楼
）「
年
」

出
演
者
は
名
城
春
保
・
照
屋
林
盛
・
上
江
洲
安
知
・

田
崎
厚
仁
・
知
念
清
仁
・
新
垣
盛
守
ら
。

一
九
二
六
年

三
月
一
〇
日

同
年
三
月
一
一

日

花
売
之
縁

野
村
流
協
会

「
年
」

「
玉
城
盛
重
指
導
の
下
、
稽
古
を
急
ぎ
居
り
」と
あ
る
。

東
宮
行
啓
記
念
琉
球
音
楽
会
。
会
場
は
公
会
堂
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
二
七
年

一
一
月
五
日

同
年
一
一
月

一
〇
・
一
一
日

忠
臣
身
替

野
村
流
協
会

「
年
」

与
那
原
大
火
罹
災
者
救
助
の
一
端
の
た
め
、
慈
善
音

楽
会
並
舞
踊
古
典
劇
大
会
が
催
さ
れ
る
。
一
九
二
八

年
一
月
、
阿
波
連
本
啓
が
大
正
九
年
に
鶴
見
に
上
京

し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
琉
球
古
典
劇
研
究
」
の
た
め
に

約
一
ヶ
月
間
帰
郷
す
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
二
八
年

九
月
六
日

＊

不
明

湖
城
一
派

「
年
」

嘉
手
納
劇
場
で
湖
城
一
派
の「
古
典
劇
研
究
会
」が「
毎

晩
劇
を
取
り
変
へ
頗
る
大
人
気
を
博
し
て
居
る
」と
報

じ
ら
れ
る
。

一
九
二
八
年

九
月
一
五
日

同
年
九
月
一
六

日

不
明

不
明（
会
場
：
三
杉
楼
）「
年
」

沖
縄
医
師
同
窓
会
の
秋
季
総
会
の
懇
親
会
に
て「
古
典

劇
」を
観
覧
す
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
二
九
年

四
月
一
三
日

花
売
之
縁 

手
水
ノ
縁 

忠
孝
婦
人

「
年
」

琉
球
レ
コ
ー
ド
が
発
売
と
広
告
が
出
る
。
吹
き
込
み

は
昭
和
三
年
一
一
月
。
演
目
の
中
に
、「
花
売
之
縁　

手
水
ノ
縁　

忠
孝
婦
人
」と
あ
り
、
組
踊
の
音
曲
が
多

く
吹
き
込
ま
れ
て
い
る
。
同
年
八
月
九
日
に
は
伊
波

/
真
境
名
の
発
起
人
で「
琉
球
古
典
劇
に
関
す
る
座

談
会
」が
八
月
一
〇
日
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ

る
。「
尚
ほ
今
夜
は
平
良
晨
盛
氏
の
大
形
蓄
音
機（
組

踊
、
村
原
、
手
水
の
縁
、
森
川
の
子
、
琉
球
古
謡
十
数

番
及
び
俗
謡
）と
多
嘉
良
朝
成
氏
の
先
嶋
民
謡
も
あ
る

筈
で
す
」と
あ
り
、
四
月
に
広
告
の
あ
っ
た
レ
コ
ー
ド

と
演
目
が
一
致
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
レ
コ
ー
ド
を

流
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
八
月
一
九
日
に
座
談
会
記

録
あ
り
。

一
九
二
九
年

八
月
九
日

同
年
八
月
一
〇

日

伊
波
普
猷
、
真
境
名
安
興
の
発
起
で「
琉
球
古
典
劇
に

関
す
る
座
談
会
」が
開
催
さ
れ
る
。
参
加
を
呼
び
か
け

た
人
物
は
、
玉
城
盛
重
、
伊
差
川
世
瑞
、
太
田
朝
敷
な

ど
の
芸
能
家
や
知
識
人
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
一
〇

/
五
日
に『
校
註 

琉
球
戯
曲
集
』が
発
刊
さ
れ
る
。
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一
九
三
一
年

八
月

人
盗
人

朝
日
劇
場

「
舞
」「
組
」

「
組
」
真
境
名
由
康
、「
人
盗
人
」
を
創
作
、
旭
座
で
上

演
。
と
あ
る
。『
真
境
名
由
康
人
と
作
品
』に
は「
昭
和

七
年
」の
項
目
に「
こ
の
こ
ろ
創
作
組
踊「
人
盗
人
」を

那
覇
公
開（
マ
マ
）堂
で
上
演
と
あ
る
」

一
九
三
二
年

四
月

昭
和
七
年
四
月

手
水
之
縁

真
楽
座

「
大
」「
那
」

「
文
」

大
正
劇
場
に
真
楽
座（
玉
城
盛
義
が
座
長
）を
結
成
。

一
九
三
三
年

一
月
一
一
日

同
年
一
月
一
二

日

忠
孝
婦
人

不
明（
会
場
：
昭
和
会

館
）

「
年
」

昭
和
会
館
の
演
芸
舞
踊
大
会

一
九
三
三
年

一
月
一
一
日

同
年
一
月
一
二

日

花
売
之
縁

不
明（
会
場
：
昭
和
会

館
）

「
年
」

昭
和
会
館
の
演
芸
舞
踊
大
会

一
九
三
六
年

五
月
九
日

同
年
一
月
一
二

〜
一
五
日

二
童
敵
討

東
京
公
演
団（
会
場
：

珊
瑚
座
）

「
年
」

東
京
公
演（
五
月
三
〇
日
・
三
一
日
）の
試
演
会
五
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
。
珊
瑚
座
に
て
開
催

一
九
三
六
年

五
月
九
日

同
年
一
月
一
二

〜
一
五
日

花
売
之
縁

東
京
公
演
団（
会
場
：

珊
瑚
座
）

「
年
」

東
京
公
演（
五
月
三
〇
日
・
三
一
日
）の
試
演
会
五
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
。
珊
瑚
座
に
て
開
催

一
九
三
六
年

五
月
九
日

同
年
一
月
一
二

〜
一
五
日

銘
苅
子

東
京
公
演
団（
会
場
：

珊
瑚
座
）

「
年
」

東
京
公
演（
五
月
三
〇
日
・
三
一
日
）の
試
演
会
五
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
。
珊
瑚
座
に
て
開
催

一
九
三
六
年

五
月
九
日

同
年
一
月
一
二

〜
一
五
日

執
心
鐘
入

東
京
公
演
団（
会
場
：

珊
瑚
座
）

「
年
」

東
京
公
演（
五
月
三
〇
日
・
三
一
日
）の
試
演
会
五
月

一
二
日
か
ら
一
五
日
ま
で
。
珊
瑚
座
に
て
開
催

一
九
三
六
年

五
月
三
〇
日

＊

執
心
鐘
入

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
〇
日

＊

花
売
之
縁

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
三
六
年

五
月
三
〇
日

＊

二
童
敵
討

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
〇
日

＊

銘
苅
子

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
一
日

＊

二
童
敵
討

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
一
日

＊

銘
苅
子

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
一
日

＊

執
心
鐘
入

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
六
年

五
月
三
一
日

＊

花
売
之
縁

東
京
公
演
団（
会
場
：

日
本
青
年
館
）

「
年
」「
那
」

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
史
」

「
組
」

日
本
民
俗
協
会
主
催「
琉
球
古
典
芸
能
大
会
」

一
九
三
八
年

一
月
二
七
日

手
水
の
縁

「
年
」

沖
縄
レ
コ
ー
ド
で「
手
水
の
縁
」の
台
詞
が
吹
き
込
ま

れ
た
も
の
が
発
売
さ
れ
る
。
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一
九
三
八
年

四
月
一
八
日

＊

義
臣
物
語

珊
瑚
座

「
年
」「
組
」

国
吉
之
比
屋
真
元
碑
に
関
係
す
る
公
演
。
組
踊
に
客

入
り
が
良
か
っ
た
ら
し
い
。「
組
」
…
四
月
一
二
日
の

沖
縄
日
報
に「
古
典
劇
と
し
て
の
国
吉
之
比
屋
は
大
正

六
年
端
道
に
あ
つ
た
潮
会
時
代
に
上
演
し
て
よ
り
茲

に
二
十
年
、
見
る
こ
と
が
出
来
な
か
つ
た
」「
玉
城
盛

重
氏
に
つ
い
て
台
詞
廻
し
や
所
作
を
俳
優
一
同
教
え

を
う
け
」た
と
あ
る
。

一
九
三
八
年

五
月
五
日

＊

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

藤
田
嗣
治
の
来
沖
に
際
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
十
日

に
は「
み
は
ら
し
亭
」に
お
い
て
玉
城
盛
重
の
舞
踊
を

見
せ
て
い
る
。

一
九
三
八
年

五
月
五
日

＊

義
臣
物
語

珊
瑚
座

「
年
」

藤
田
嗣
治
の
来
沖
に
際
し
て
企
画
さ
れ
た
も
の
十
日

に
は「
み
は
ら
し
亭
」に
お
い
て
玉
城
盛
重
の
舞
踊
を

見
せ
て
い
る
。

一
九
三
九
年

五
月
九
日

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

上
演
日
は
不
明
。「
日
本
民
芸
館
同
人
」と
だ
け
あ
る
。

文
中
に「
旧
三
月
を
楽
し
く
過
ご
す
女
の
人
た
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
あ
っ
た
」と
あ
る
の
で
、
旧
暦
三
月
三
日

公
演
も
し
く
は
、
五
月
二
三
日
記
事
に「
第
二
回
目
の

古
典
舞
踊
及
び
組
踊
り
の
総
見
」と
あ
る
の
で
第
一
回

目
の
総
見
か
。

一
九
三
九
年

五
月
一
三
日

同
年
五
月
一
三

日

銘
苅
子

珊
瑚
座

「
年
」

鹿
児
島
東
別
院
の
重
永
へ
観
せ
る
た
め
の
上
演
。

一
九
三
九
年

五
月
二
三
日

＊

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

「
古
典
劇
の
夕　

け
ふ
珊
瑚
座
で
民
芸
同
人
総
見
」「
今

夕
珊
瑚
座
に
於
て
第
二
回
目
の
古
典
舞
踊
及
び
組
踊

り
の
総
見
を
な
し
、
心
ゆ
く
ま
で
郷
土
舞
踊
の
情
緒

を
味
ふ
こ
と
と
な
つ
た
」と
報
じ
ら
れ
る
。
童
役
に
真

境
名
ス
ミ
子
の
名
が
み
え
る
。

一
九
三
九
年

六
月
一
一
日

＊

忠
孝
婦
人

野
村
流
音
楽
協
会

「
年
」

公
会
堂
で「
軍
人
遺
家
族
慰
安
音
楽
舞
踊
大
会
」が
行

わ
れ
る
。

一
九
三
九
年

六
月
一
七
日

＊

姉
妹
敵
討

真
楽
座

「
年
」

「
久
し
振
り
の
古
典
劇
‼
」と
あ
る
。

－ 31（178）－



掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
三
九
年

八
月
一
二
日

＊

花
売
之
縁

珊
瑚
座

「
年
」「
沖
」

東
恩
納
寛
惇
先
生
歓
迎
、
古
典
劇
大
会
、
玉
城
盛
重
特

別
出
演
。
真
境
名
由
康
・
鉢
嶺
喜
次
・
金
武
良
章
・

宮
木
能
造
ら
の
出
演
。「
玉
城
盛
重
舞
踊
研
究
会
並
に

珊
瑚
座
主
催
に
よ
る
古
典
劇
大
会
」と
あ
る

一
九
三
九
年

八
月
一
二
日

＊

二
童
敵
討

珊
瑚
座

「
年
」「
沖
」

東
恩
納
寛
惇
先
生
歓
迎
、
古
典
劇
大
会
、
玉
城
盛
重
特

別
出
演
。
真
境
名
由
康
・
鉢
嶺
喜
次
・
金
武
良
章
・
宮

木
能
造
ら
の
出
演
。「
玉
城
盛
重
舞
踊
研
究
会
並
に
珊
瑚

座
主
催
に
よ
る
古
典
劇
大
会
」と
あ
る
記
事
に
九
月
六

日
新
報
に
戦
時
体
制
強
化
の
た
め
、
村
芝
居
に
も
指
導

が
入
る
こ
と
が
報
じ
ら
れ
る
。
十
月
三
日
の
新
報
に
は
、

本
部
町
備
瀬
が
五
年
ぶ
り
の
豊
年
祝
い
の
た
め
行
わ
れ

る
三
日
間
の
村
芝
居
を
一
日
だ
け
の
開
催
と
し
、余
剰
金

二
〇
円
を
恤
兵
金
と
し
て
献
金
す
る
と
報
じ
ら
れ
る
。

一
九
四
〇
年

一
月
五
日

＊

花
売
之
縁

珊
瑚
座

「
年
」

柳
宗
悦
一
行
を
歓
迎
し
て
の
古
典
劇
鑑
賞
会「
柳
先
生

歓
迎
古
典
劇
大
会
」記
事
に「
特
に
今
晩（
五
日
）ダ
ケ
」

と
あ
る
。
柳
宗
悦
の
第
三
回
訪
沖
の
こ
と
こ
の
時
、
鶴

松
役
に
真
境
名
苗
子
が
い
る
。
舞
踊
で
は
金
城
芳
子
、

市
川
ユ
キ
子
、
高
嶺
テ
ル
子
、
田
代
タ
カ
子
の
名
が
見

え
る
。
盛
重
を
招
聘
し
て
か
ぎ
や
で
風
と
諸
鈍
、
森
川

の
子
を
さ
せ
て
い
る
。

一
九
四
〇
年

二
月
二
八
日

＊

古
典
劇
八
重
瀬
万

歳

珊
瑚
座

「
年
」

日
劇
一
行
が
八
重
山
を
取
材
、「
八
重
山
レ
ビ
ュ
ー
」

の
研
究
帰
り
に
那
覇
に
立
ち
寄
る
。「
日
劇
一
行
お
望

歓
迎
の
為
め
特
に
今
晩
だ
け
」と
あ
る
。

一
九
四
〇
年

三
月
二
一
日

同
年
三
月
二
二

日

微
行
之
巻

真
楽
座

「
年
」

玉
城
盛
重
古
希
祝
賀
会
二
月
二
八
日
記
事
に「
孝
行
の

巻
と
忠
孝
婦
人
を
上
演
す
る
」と
あ
る
が
、
微
行
之
巻

の
間
違
い
だ
っ
た
か
。
参
加
団
体
は「
玉
城
盛
重
舞
踊

研
究
所
・
松
蔭
会
・
高
容
会
・
野
村
流
音
楽
協
会
並

舞
踊
団
体
・
安
冨
祖
流
音
楽
会
並
舞
踊
団
体
・
真
楽
座
・

珊
瑚
座
」「
出
演
延
人
員
約
八
十
名
」と
あ
る
。
二
二
日

二
三
日
は
真
楽
座
。
組
踊
は
微
行
之
巻
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一
九
四
〇
年

三
月
二
一
日

同
年
三
月
二
四

日

忠
孝
婦
人

珊
瑚
座

「
年
」

玉
城
盛
重
古
希
祝
賀
会
二
月
二
八
日
記
事
に「
孝
行
の

巻
と
忠
孝
婦
人
を
上
演
す
る
」と
あ
る
が
、
微
行
之
巻

の
間
違
い
だ
っ
た
か
。
参
加
団
体
は「
玉
城
盛
重
舞
踊

研
究
所
・
松
蔭
会
・
高
容
会
・
野
村
流
音
楽
協
会
並

舞
踊
団
体
・
安
冨
祖
流
音
楽
会
並
舞
踊
団
体
・
真
楽
座
・

珊
瑚
座
」「
出
演
延
人
員
約
八
十
名
」と
あ
る
。
二
四
日

二
五
日
は
珊
瑚
座
。
組
踊
は
忠
孝
婦
人
。

一
九
四
〇
年

四
月
二
日

同
年
四
月
二
・
三

日

中
城
若
松

真
楽
座

「
年
」

西
新
町
青
年
団
主
催「
出
征
軍
人
遺
家
族
慰
安
演
劇
大

会
」

一
九
四
〇
年

四
月
一
一
日

＊

孝
行
之
巻

真
楽
座

「
年
」

旧
三
月
三
日
公
演

一
九
四
〇
年

五
月
四
日

＊

銘
苅
子

野
村
流
守
礼
会

「
年
」

出
征
軍
人
遺
家
族
慰
安
演
芸
会
。
玉
城
盛
重
舞
踊
研
究

会
の
舞
踊
と
、
野
村
流
守
礼
会
の
公
演
。「
二
中
前
記

念
館
落
成
祝
賀
会
」と
合
同
。
玉
城
盛
重
舞
踊
研
究
会

の「
秘
宝
的
乙
女
団
、
野
村
流
守
礼
会
の
天
才
少
女
部

員
が
お
の
お
の
特
技
を
大
公
開
」と
あ
り
、
出
演
者
は

「
嘉
数
松
雄
、
嘉
数
礼
子
、
仲
浜
政
一
、
山
城
栄
子
、
石

川
良
子
、
山
城
清
子
、
金
城
好
子
、
上
原
春
子
そ
の
他

多
数
」と
あ
る
。
女
性
に
よ
る
舞
台
は
、
日
劇
の
琉
球
レ

ビ
ュ
ー
な
ど
の
影
響
で
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
と
思
わ

れ
る
。
同
年
一
〇
月
二
五
日
の
沖
縄
日
報
に「
嘉
数
松

雄
氏
の
長
女
礼
子（
六
ツ
）
」「
四
才
の
頃
か
ら
琉
球
の

団
十
郎
と
い
は
れ
て
い
る
玉
城
盛
重
翁
の
手
ほ
ど
き
を

受
け
」と
あ
り
、
東
京
で
琉
球
舞
踊
を
上
演
し
た
記
事

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

一
九
四
〇
年

五
月
一
九
日

＊

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

火
野
葦
平
、
杉
山
平
助
、
河
原
重
巳
、
中
山
省
三
郎
、

劉
寒
吉
ら
の
来
沖
に
際
し
て
上
演
。

一
九
四
〇
年

六
月
五
日

＊

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

春
陽
会　

川
畑
弥
之
介
、
三
木
朋
太
郎
、
山
川
清
、
大

久
保
一
郎
、
宮
下
貞
之
助
演
劇
大
会
と
あ
る
。
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掲
載
年
月
日

上
演
年
月
日

演　

目　

名

出
演
お
よ
び
劇
場

典　

拠

備　
　
　
　
　

考

一
九
四
〇
年

七
月
二
五
日

＊

人
盗
人

珊
瑚
座

「
年
」

「
尚
裕
侯
爵
閣
下
御
観
劇
会
」と
あ
る
。「
特
に
今
晩
限

り
」

一
九
四
〇
年

一
一
月
三
日

同
年
一
一
月

一
〇
日

忠
孝
婦
人

屋
嘉
舞
踊
団

「
年
」

皇
紀
二
千
六
百
年
祝
典
の
芸
能
と
し
て
波
上
修
養
道

場
ニ
テ
開
催
さ
れ
る
。
一
一
月
八
日
沖
縄
日
報
の
記

事
に「
組
踊
は
久
し
振
り
の
忠
孝
婦
人
で
あ
る
」と
あ

る

一
九
四
二
年

九
月
一
八
日

＊

忠
臣
身
替

真
楽
座

「
年
」

一
九
四
三
年

八
月

昭
和
一
八
年
八

月

大
川
敵
討

不
明

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
那
」

「
史
」

竜
潭
浚
渫
祝
賀
会
に
お
い
て
上
演
。
金
武
良
章
・
久

場
守
廷
・
平
良
某
、
等
。

一
九
四
三
年

八
月

昭
和
一
八
年
八

月

万
歳
敵
討

琉
球
歌
舞
団

「
大
」「
文
」

「
沖
」「
那
」

仲
井
真
元
楷
主
催
の
東
京
公
演
。
築
地
小
劇
場
と「
国

際
劇
場
」で
上
演
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